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1．はじめに 

現在、東京ベイエリアは、埋め立てと土地造成によっ

て形成された地形になっている。新しく造成された土地

の多くが工業用地となり、人々が近づけない閉ざされた

海辺となっている。しかし、本来の海辺とは、人々が自

由に利用でき、開かれた場所でなければならない。 

そこで本研究では、水と緑のネットワークを中心に、

東京ベイエリアの埋め立ての変遷と現状について調べ、

課題を明らかにし、再生について、都市の中で唯一残さ

れた公的な自然である水辺空間、さらには内陸と湾岸域

の接点の空間に着目し提案を行った。 

2．埋め立ての変遷 

図－1に埋め立ての変遷を示した。図－1から、東京湾

ほぼ全域において埋め立てがされたことがわかる。つま

り、かつて遠浅の海岸が全て失われてしまったと言える。

高度成長期である昭和40年代に最も埋め立てられた。表

－1 に埋め立て面積について示した。埋め立ては、東京

と神奈川から進められてきた。千葉県は、昭和40年代に

急激に埋め立てが進み、その結果、千葉県が最も埋め立

て面積が広く、全体で26、000haのうち12、000haと 46％

占めている。 

3．水辺の現状について 

現在の海辺の土地利用の多くは、工業用地が建ち並ん

でいる（図－3）。工業用地として利用されている海岸線

形状は、船の接岸施設や高潮対策などから、直立のコン

クリートの海岸線形状の場所が多くある。特に接岸施設

として利用されている海岸線はSOLAS条約によるアクセ

ス制限などから一般の人が近づけないようになっている。

その他の土地利用については、局所的に横浜市の臨海部

や葛西臨海公園、お台場、幕張の人工海浜など、整備に

よって人々に開かれている海辺も存在する。また、残さ

れている自然の海岸として、三番瀬、谷津干潟、盤洲干

潟、富津岬がある。これら海辺の土地利用の中には、住

宅地は少なく、私有地化された海辺によって内陸と水辺

を分断されている。 

 

 

東京湾に流入する河川は、東京は5河川、神奈川は9 

河川、千葉県は23河川と、千葉県が他県に比べて流入河

川が多いことがわかった。また、河川の他に、横水路が

ある。横水路は、海岸線と並行して流れており、河川と

共に水の線的要素として内陸と海辺の接点として重要な

ものである。 

また、現在の海辺のパブリックアクセスを見てみると

図－3のようになっており、工業用地の中にも、アクセ

スポイント（公道を通って海に出られる地点）があるこ

とが分かる。現在あるアクセスポイントは写真1のよう

に閑散とし、公道の終点として存在するだけである。海

岸線形状はコンクリートの直立護岸である。 

4．東京ベイエリアの課題 

現状から、東京ベイエリアの課題を整理すると、①遠

浅の海辺が消失してしまったこと、②人々の水辺への自

由なアクセスが不可能になったこと、③海辺が内陸と海

を分断していることの3点が挙がる。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

図－1 埋立ての変遷

写真－1 アクセス 
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図－2 埋め立て面積の変移 
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5．再生の提案(表－1) 

課題に対する再生手法の提案として、4つを挙げる。 

都市の中で唯一の公共の自然空間である河川において

は、リバーウォークや多自然型川づくりとして設ける。

このリバーウォークや多自然型川づくりは、内陸と海辺

を繋ぐ重要な役割を担うと考えている。 

内陸に住宅や商業用地が多くあるエリアにおいては、

ベイウォークを提案する。これは人々に公有の海辺を開

放し、アクセスできるようにするものである。人々が行

きかうこのエリアでは、海辺を全面的に開放するベイウ

ォークが必要であると考える。 

工業用地が建ち並ぶエリアにおいては、唯一残されて

いるアクセポイントを有効に使う海の一里塚を提案する。

さらに長期的に考えた場合、東京ベイエリアの千葉県千

葉中央港より南側では今後、大規模工場の後進や人口減

少の可能性が考えられる。これらの条件を考慮すると、

ハーバーウォークだけではなく、自然への再生が検討さ

れてよいと考えられる。そこでラグーンを提案する。埋

め立てられた土地を削って緩やかな傾斜にし、埋め立て

前のような浅瀬の干潟にすることや、土地そのものを掘

り込み、小さな湾を形成するものである。 

このように水辺を、内陸にある公園や残された自然と

共に整備することで水と緑のネットワークが形成され、

自然の再生と共に、自然を人々や開放することができる

と考える (図－3) 。 

6．結語 

 東京ベイエリアでは、局所的に整備され人々に開放さ

れている場所もあるが、多くは工業用地が建ち並んでい

る。現状分析から課題として、①遠浅の海辺が消失して

しまったこと、②人々の水辺への自由なアクセスが不可

能になったこと、③海辺が内陸と海を分断していること

がある。これを、リバーウォーク、多自然型川づくり、

ベイウォーク、海の一里塚によって水と緑のネットワー

クを形成することにより、人々へ開放された東京ベイエ

リアを目指した。 
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図－3 東京ベイエリア現状図 

図－4 東京ベイエリア水と緑のネットワーク

表－1 東京ベイエリア整備の提案 
目的 場所 方法 内容

河川、運河、水路 リバーウォーク
全区間において再生するものやスポット的に再生するものがある。河川沿いに
通路を設ける。

住宅・商業用地エリア ベイウォーク
現在の直立な海岸線上の通路や、直立な護岸に捨石をして緩やかな傾斜によ
る多孔質な空間を形成する。

工業用地内のアクセスポイント 海の一里塚
直立護岸の上から海を展望できるものや、直立護岸に捨石をして緩やかな傾
斜による多孔質な空間を形成するもの、海に接することができるもの。

水際の自然再生 河川、運河、水路 多自然型川づくり
全区間において再生するものやスポット的に再生するものがある。潮の満ち引
きによって水面上にでる形状の干潟や、捨石をして多孔質な空間を形成する。

水際の開放




